
メッセージ ・医療現場で応用できる英語のコミュニケーション能力を養成しましょう。

参考図書

履修上の
・講義には、遅刻・欠席をしないこと。
・授業には前向きな態度で望むこと。
・講義には、教科書・辞書（英和辞典など）・配布プリント・ノートを持参すること。

留 意 点

教 科 書
〔教科書〕

「Take care! Communicative English for Nursing and Healthcare」
著者：山崎　朝子・笹島　茂　　発行年：2017年　出版社：三修社

第 15 回 Unit 8からUnit 14のまとめ

評価方法 学期末試験で評価する（100％）

第 13 回
Unit 14  Foreign Nurses Struggle for the Japanese Language　　　・海外の
看護師に日本語はどのくらい必要か

第 14 回 Unit 14  入院に関する会話　　　・会話形式

第 11 回 Unit 13  You Need a Breast Self-Examination.　　　・乳がんの自己検診

第 12 回 Unit 13  病院で迷った人との対話　　　・会話形式

第 9 回 Unit 12  Do you want to be skinny?　　　・痩せたいのか

第 10 回 Unit 12  病院のスタッフとの会話　　　　・会話形式

第 7 回 Unit 11  Is　Hepatitis　B　curable　　　・Ｂ型肝炎は治るのか

第 8 回 Unit 11  旅行前の会話　　　　・会話形式

第 5 回 Unit 10  Is the Treatment Different or Not?　　・国によって治療は違うのか

第 6 回 Unit 10  病室での会話　　　　・病室での看護師との会話

第 3 回 Unit 9   Living a Healthy Life　　　・健康なライフスタイル

第 4 回 Unit 9 　友人との会話　　　　　・会話形式

第 2 回 Unit 8   病院の待合室での会話　　　・患者と看護師の会話

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

講義では英語１と同様、教科書の読解を中心に、医療英語の語彙やコミュニケーションのアプ
ローチを学習します。

〔学習目標〕

医療現場で活用できる英語のコミュニケーション能力を習得することを目標とします。

授 業 回 数 授業内容

第 1 回 Unit 8   Giving Blood    ・献血について

30時間

〖言語聴覚学科〗 基礎分野

授業科目名 英語Ⅱ 授業形態 講義 配当学期 2年（前期）

担当教員名 仲山 晃生 単位数 1単位 時間数


